
▶行政機関だけでなく、
ボランティア団体など
も参加。組織的な動き
を実践で確認しました。
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中部・南部給食ｾﾝﾀｰ 中部・南部給食ｾﾝﾀｰ
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度平成17年度

4.4 中部・南部給食ｾﾝﾀｰ 376.1 964.3 穂高交流ｾﾝﾀｰ 348.2 穂高交流ｾﾝﾀｰ 66.0
豊岳荘建設補助 171.0 穂高交流ｾﾝﾀｰ 463.8 有明保育園 576.4 豊科交流ｾﾝﾀｰ 69.5
地域振興基金 1,225.5 三郷児童館 202.5 安曇野赤十字建設補助 459.5 有明保育園 118.7

豊岳荘建設補助 171.0 堀金保育園 301.7 安曇野赤十字建設補助 1641.3
有明保育園 149.9 防災行政無線 38.3
地域振興基金 1,225.5 龍門渕公園 72.3

臨時財政対策債発行状況（表4）
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　　　年　　度
平成17年度 1,277.6
平成18年度 1,177.7
平成19年度 400.0
平成20年度 1,000.0
平成21年度 1,554.0

市の借金と
貯金の状況は？

気になる

財政テーマ
１

基金残高（表2）

合併特例債の主な発行内訳（表3）

地方債残高（表１）

（百万円）

（百万円）

　長野県総合防災訓練（長野県、安曇野市主催）
が 9月 26 日、豊科南部総合公園を主会場に開か
れました。訓練は、震度 6強の地震による被害、
山火事、豪雨による被害を想定。国・県・市、
医療機関、市民団体など 98 団体 3,700 人が参加
し、64 項目にわたる訓練を行いました。
　主会場では、初めての試みとなる災害救助犬、
消防、警察、災害派遣医療チーム（DMAT）の
連携訓練を実施。４機のヘリコプターを用いて、
重傷者の緊急治療搬送を行うなど、各団体の連
携強化を図りました。また、消防団による水防
訓練や、鳥羽区、飯田区民の皆さんによる避難
体験なども行われ、参加住民が主体となった訓
練も幅広く行われました。宮澤市長は、「この地
域は今後 30 年以内に 14％の確率で直下型地震
が発生すると推測されています。市としては被
害を最小限に食い止める取り組みを推進し、市
民の皆さまには、防災に対する意識を一層高め
ていただきたい」と話しています。

9/26　長野県総合防災訓練

3,700人がシミュレーション

▲４機のヘリコプターを用いた重傷者の緊急搬送など、組織間の連
携力強化を図りました。

◀普段見ることができない特殊
な機材や車両が多数登場。訓練
は本番さながらの緊張感が漂い、
見学者は、その迫力に圧倒され
ている様子でした。

よくご質問をいた
だく２つの事項を
まとめました。


